
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：

対象学年組：第 1 学年 A 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

30

国語で表現された内容や事柄を的確に理解する資質・能力を育成する。

目的や場に応じて、伝え合う内容を
検討するとともに、場に応じた表現
が選択できるようにする。
相手の意見を傾聴する態度を育て
る。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報と
の関係を理解する。
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握する。
事柄が的確に伝わるように、表現のしか
たを工夫する。

第一学習社「新編　現代の国語」

国語

国語で表現された様々な事物・経験・思い・考えなどを理解し、自らの考えなどを形成
し、表現する力を育成する。

言語を手掛かりとしながら創造的・論理的に思考する力や深く共感したり、
豊かに想像したりする力を育成する。

現代の国語

【 知　識　及　び　技　能 】

指導項目・内容 評価規準 知 思

〇 〇

配当
時数

〇 〇

態

20

（A組：井上康佑　　　）

国語 現代の国語 2

２
学
期

「話して伝える」
・互いに伝え合う力、聞き合う力を
高める。

「社会と人間」
・筆者の主張を的確に捉えることが
できる。
・文章に含まれている情報を相互に
関連付けながら、内容を解釈する。

「話して伝える」
『スピーチで自分を伝える』
　　教材プリント

「社会と人間」
『人はなぜ仕事をするのか』
　　教材プリント

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

〇 〇

「言葉が開く世界」
『言葉の海のオノマトペ』
　　教材プリント

「人間の風景」
『臆病な詩人、街へ出る』
　　教材プリント

「話して伝える」
『話し方の工夫』
　　教材プリント

〇

「書いて伝える」
・表記、表現の基本ルールを理解
し、文章を書く。

「生活の中の表現」
・与えられた資料と会話文を関連付
けながら、課題に即して必要な情報
を読み取り、活用する。

「論理分析」
・内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。

「書いて伝える」
『書き方の基礎レッスン』
　　教材プリント

「生活の中の表現」
「図書委員会のポスターの掲示内
容を検討する」
　　教材プリント

「論理分析」
『「間」の感覚』
　　教材プリント

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

〇 〇 〇

１
学
期

「オリエンテーション」
・今後の学習について理解する。

「新しい出会い」
・平易な評論を読み、論理的な文章
の基礎を身につける。

「新しい出会い」
『「未知」はいくらでもある』
　　教材プリント
『ナマケモノになる』
　　教材プリント

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

〇

「言葉が開く世界」
・評論文における段落どうしの関係
性や、段落が本文全体の中で果たす
役割を理解する。

「人間の風景」
・他者との関わりを通して、自分自
身を見つめ直す。

「話して伝える」
相手や目的、場面に応じて工夫して
話す。
読み手にとって必要な情報を捉え、
的確に伝える。

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

〇

単元の具体的な指導目標



３
学
期

「論理分析」
・具体と抽象を理解し、文章の構成
や論理の展開を的確に捉える。

「書いて伝える」
・論理展開や文章の構造、表現に留
意しながら、自分の意見を的確に伝
える。

「論理分析」
『日本語は世界をこのように捉え
る』
　　教材プリント

「書いて伝える」
『社会に対する意見文を書く』
　　教材プリント

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

〇 〇 〇

20

合計

70



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 1 学年 A組～
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

高等学校　新編　言語文化　（第一学習社）
国語

【 知　識　及　び　技　能 】国語で表現された内容や事柄を的確に理解する資質・能力を育成する。

（　A組：井上 康佑　）

国語 言語文化
国語 言語文化 2

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身につけるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深める。

論理的に考える力や深く共感したり豊か
に想像したりする力を伸ばし、他者との
関わりの中で伝え合う力を高め、自分の
思いや考えを広げたり深めたりするとが
できるようにし、それを表現する力をつ

言語がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に係わろうと

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

国語で表現された様々な事物・経験・思い・考えなどを理解し、自らの考えなどを形成
言語を手掛かりとしながら創造的・論理的に思考する力や深く共感したり豊かに想像した

言語文化
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

○ ○

30
「短歌」
・短歌の鑑賞の仕方を学び近現代を
代表する歌人の作品を味わう。

「物語を楽しむ」
・歌物語の鑑賞のしかたを理解す
る。

「言語活動」

「短歌」
・「大切の言葉」

「物語を楽しむ」
・「伊勢物語」

「言語活動」
・「古典の和歌を現代の言葉で置
き換える」（俵万智）

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

○ ○ ○

２
学
期

「漢文入門」
・漢文を読むことの意義を知り、基
本的な訓読の仕方を習得する。

「故事成語」
・漢文の訓読になれるとともに、現
在使われている言葉が漢文に由来す
る事を知る。

「漢文入門」
・「漢文の学習」
・「訓読に親しむ」

「故事成語」
・「矛盾」他

・「故事成語の由来と意味を調べ
る」

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

○

○ ○

20
「古文入門」
・古典の世界に親しむ意義を知り、
古文の仮名遣いと言葉に慣れる。

「伝統と文化」
・我が国の伝統芸能に関する文章を
読み、興味を広げる。

「言語活動」

「古文入門」
・「古文の学習」
・「平仮名の誕生」
・「児のそら寝」
・「枕草子」

「伝統と文化」
・「人形浄瑠璃文楽ー三業一体の
技」

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

○ ○ ○

１
学
期

「オリエンテーション」
・今後の学習について理解する。

「詩の楽しみ」
・現代詩と文語詩の鑑賞のしかたを
理解し作品にこめられた世界への思
いを読み取る。

・言葉にしたしむ
　　　（慣用句・漢詩・和歌）
・「アマガエル」（太田光）

「詩の楽しみ」
・「六月」（茨木のり子）
・「小景異情」（室生犀星）

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

○

○ ○

20

○ ○ ○

合計

70

３
学
期

「小説を読む」
・小説に描かれた話の展開、登場人
物の心情を正確にとらえる。

「随筆を楽しむ」
・作者の関心事を自由につづった文
章を読み、古文に表れたものの見
方・考え方の一端に触れる。

「小説を読む」
・「よだかの星」（宮沢賢治）
・「鏡」（村上春樹）

「随筆を楽しむ」
・「徒然草」
仁和寺にある法師（兼好法師） 授業への取り組み方を基に、学

びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 2 学年 A 組
教科担当者：
使用教科書： ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

自主教材
国語

【 知　識　及　び　技　能 】国語で表現された内容や事柄を的確に理解する資質・能力を育成する。

（A組：井上康佑　　　）

国語 国語文化 2

国語で表現された内容を的確に理解する資質・
能力を養うとともに、我が国の伝統的な言語文
化に対する理解を深めることができるようにす
る。

国語で表現された内容を的確に理解し、
共感したり豊かに想像したりする力を伸
ばすとともに、自らの思いや考えを形成
し、表現する力を育む。

言葉のもつ価値への認識を深めると
ともに、読書の意義を認識し、生涯
にわたって読書に親しむ態度を養
う。また我が国の言語文化の担い手
としての自覚をもち、言葉を通して

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

国語で表現された様々な事物・経験・思い・考えなどを理解し、自らの考えなどを形成
言語を手掛かりとしながら創造的・論理的に思考する力や深く共感したり、

現代の国語
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇

30
漢文で書かれた作品に親しむととも
に、日本語とのかかわりを理解す
る。

「故事成語」
『五十歩百歩』『矛盾』
『狐借虎威』
　教材プリント

①訓読の決まりを理解してい
る。
作品の歴史的・文化的背景を理
解している。
②文章の種類を踏まえて、内容
を的確に読み取っている。
③主体的に漢文を訓読し、内容
を読み取ろうとしている。

〇 〇 〇

２
学
期

スピーチやプレゼンテーションを通
して言葉で表現する力を身につけ
る。

平易な古典作品を読み、歴史的・文
化的背景を理解する。

「スピーチで意見を伝える」
　教材プリント

「様々なジャンルの作品を読む」
「物語文学」「随筆」「日記文
学」
　教材プリント

①話し言葉と書き言葉の特徴や
役割を理解し、活用している。
②自分の考えが的確に伝わるよ
う、話の構成を工夫している。
資料や機器を効果的に用いるな
ど、相手の理解を得るために表
現を工夫している。
③表現を工夫しながら自身の考
えを表現しようとしている。

〇

〇 〇

20
古典作品の文学史をたどり、歴史
的・文化的背景を理解する。

情報を適切に収集し、整理する。
文章の構成に留意し、意見文を書
く。

「古典文学史」
　教材プリント

「社会に対する意見文を書く」
　教材プリント

①古典作品の歴史的・文化的背
景を理解している。
②文章の種類を踏まえて、内容
について叙述をもとに的確に捉
えている。
③言語文化の担い手としての自
覚を持ち、古典作品に親しもう
としている。

〇 〇 〇

１
学
期

言語の歴史を学び、言語文化の担い
手としての自覚を持つ。

和歌を通して言語文化に親しみを持
つ。

「平仮名の誕生」
　教材プリント

「和歌」
『万葉集』『古今和歌集』『新古
今和歌集』
　教材プリント

①古典作品の歴史的・文化的背
景を理解している。
我が国の言語文化に特徴的な表
現の技法とその効果について理
解している。
②文章の種類を踏まえて、内容
について叙述をもとに的確に捉
えている。
③言語文化の担い手としての自

〇

〇 〇

20

合計

70

３
学
期

小説を読み、登場人物の心情を読み
取る方法を学ぶとともに、読書に親
しむ姿勢を育む。

『羅生門』
『今昔物語集』
　教材プリント

①本文中の重要語句や漢字を理
解し、自らの言語活動に用いて
いる。
②文章の内容や構成を的確に捉
え、登場人物の心情を読み取っ
ている。
③主体的に作品に向き合い、関
連する他の作品にも親しもうと
している。

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（3学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 3 学年 A 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

大修館書店「新編　論理国語」
国語

【 知　識　及　び　技　能 】国語で表現された内容や事柄を的確に理解する資質・能力を育成する。

（A組：井上康佑　　　）

国語 論理国語 2

主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報と
の関係を理解する。
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

論理的に読み、主張を理解する。

内容や構成、論理の展開を的確に捉え、
要旨を把握する。
事柄が的確に伝わるように、表現のしか
たを工夫する。
要旨の把握、構成の工夫

目的や場に応じて、伝え合う内容を
検討するとともに、場に応じた表現
が選択できるようにする。
相手の意見を傾聴する態度を育て
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

国語で表現された様々な事物・経験・思い・考えなどを理解し、自らの考えなどを形成
言語を手掛かりとしながら創造的・論理的に思考する力や深く共感したり、

論理国語
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇

30
内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。

文章に含まれている情報を相互に関
係づけながら、文章の構成や論理の
展開を的確に捉え、要旨を把握す
る。

６、統計資料を活用する
・「量の時代から質の時代へ」

７、比べて読む
・「紙の本はなくならない」
　　教材プリント

・「情報化と紙の本のゆくえ」
　　教材プリント

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

〇 〇 〇

２
学
期

内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。

論理の展開を踏まえて、筆者の主張
を的確に捉える。

論理構造に留意して、小論文を書
く。

４、主張をつかむ
・「「考える葦」であり続ける」
　　教材プリント

５、論理的に書く
・「小論文」

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

〇

〇 〇

20
評論文における段落どうしの関係性
や、段落が本文全体の中で果たす役
割を理解する。

具体と抽象を理解し、文章の構成や
論理の展開を的確に捉える。

２、具体と抽象
・「ウサギの耳はなぜ長い？」
　　教材プリント

・「記号的メディアと物理的メ
ディア」
　　教材プリント

３、対比をとらえる

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

〇 〇 〇

１
学
期

「オリエンテーション」今後の学習
について理解する。

平易な評論を読み、論理的な文章の
基礎を身に着ける。

１、論理と出会う
・「知の登山、知の水路」
　　教材プリント

・「『論理的な人』とはどういう
人か」
　　教材プリント

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

〇

〇 〇

20

合計

70

３
学
期

テーマを決めて、問いを立てる。

様々な手段で情報を収集し、集まっ
た情報を整理する。

整理した情報を基にレポートにまと
める。

８、レポートを書く
・「テーマを決めてレポートを書
く」
　　教材プリント

授業への取り組み方を基に、学
びに向かう力を評価する。
学習プリントの取り組みを評価
する。

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 1 学年 組～ 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

帝国書院『高等学校　新地理総合』
地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸

（　組：仁上　　） （　組：仁上　　）

地理歴史 地理総合
地理歴史 地理総合 2

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化
の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組
などを理解するとともに，地図や地理情報シス
テムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関
する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ

地理に関わる事象の意味や意義，特色や
相互の関連を，位置や分布，場所，人間
と自然環境との相互依存関係，空間的相
互依存作用，地域などに着目して，概念
などを活用して多面的・多角的に考察し

地理に関わる諸事象について，より
よい社会の実現を視野にそこで見ら
れる課題を主体的に追究，解決しよ
うとする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通し

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面
地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決し

地理総合
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

〇

第１章　生活文化の多様性と国際理
解

序説　生活文化の多様性
１節　世界の地形と人々の生活
２節　世界の気候と人々の生活
３節　世界の言語・宗教と人々の
生活

①世界の人々の特色ある生活文
化を基に，人々の生活文化が地
理的環境から影響を受けたり，
影響を与えたりして多様性をも
つことや，地理的環境の変化に
よって変容することなどについ
て理解している。
世界の人々の特色ある生活文化
を基に，自他の文化を尊重し国

〇 〇 〇 16

〇 〇 4

第2章　結び付きを深める現代世界 １節　現代世界の国家と領域
２節　グローバル化する世界

①現代世界の地域構成を示した
さまざまな地図の読図などを基
に，方位や時差，日本の位置と
領域，国内や国家間の結び付き
について理解している。
②現代世界の地域構成につい
て，位置や範囲などに着目し
て，主題を設定し，世界的視野
から見た日本の位置，国内や国

〇 〇 〇 4

第1章　地図と地理情報システム 1節　地球上の位置と時差
2節　地図の役割と種類

①日常生活の中でみられるさま
ざまな地図の読図などを基に，
地図や地理情報システムの役割
や有用性などについて理解して
いる。
現代世界のさまざまな地理情報
について，地図や地理情報シス
テムなどを用いて，その情報を
収集し，読み取り，まとめる基

〇

中間考査
〇

第２章　地球的課題と国際協力 １節　複雑に絡み合う地球的課題
２節　地球環境問題
３節　資源・エネルギー問題
４節　人口問題
５節　食料問題
６節　都市・居住問題

①世界各地でみられる地球環境
問題，資源・エネルギー問題，
人口・食料問題及び居住・都市
問題などを基に，地球的課題の
各地で共通する傾向性や課題相
互の関連性などについて大観し
理解している。
世界各地でみられる地球環境問
題，資源・エネルギー問題，人

〇 〇 〇 19

２
学
期

第１章　生活文化の多様性と国際理
解

４節　歴史的背景と人々の生活
５節　世界の産業と人々の生活

①世界の人々の特色ある生活文
化を基に，人々の生活文化が地
理的環境から影響を受けたり，
影響を与えたりして多様性をも
つことや，地理的環境の変化に
よって変容することなどについ
て理解している。
世界の人々の特色ある生活文化
を基に，自他の文化を尊重し国

〇 〇 〇 11

中間考査

１
学
期

期末考査
〇

期末考査



３
学
期

第１章　自然環境と防災 １節　日本の自然環境
２節　地震・津波と防災
３節　火山災害と防災
４節　気象災害と防災
５節　自然災害への備え

①我が国をはじめ世界でみられ
る自然災害や生徒の生活圏でみ
られる自然災害を基に，地域の
自然環境の特色と自然災害への
備えや対応との関わりととも
に，自然災害の規模や頻度，地
域性を踏まえた備えや対応の重
要性などについて理解してい
る。

12

第２章　生活圏の調査と地域の展望 １節　生活圏の調査と地域の展望 ①生活圏の調査を基に，地理的
な課題の解決に向けた取り組み
や探究する手法などについて理
解している。
②生活圏の地理的な課題につい
て，生活圏内や生活圏外との結
び付き，地域の成り立ちや変
容，持続可能な地域づくりなど
に着目して，主題を設定し，課
題解決に求められる取り組みな

4

合計
学年末考査

70



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科6
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 2 学年 A 組～ 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　組：　　　　）

公民
【 知　識　及　び　技　能 】諸資料から、様々な情報を適切かつ、効果的に調べる技能を身に付ける。

（A組：島袋恒男　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

公民 公共
公民 公共 2

学習活動するために必要となる力を養う。 公正に判断する力や社会参加意識を養う。 主体的に解決しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

公正に判断する力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら議論する力を養う。
現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

公共
1学期 2学期 3学期

○ 1

C 単元
持続可能な社会づくりの主体となる
私たち】
　

□課題探求学習
・時事問題
・ワークシート
・ICT活用
・確認テスト

□持続可能な社会づくりについ
て、よりよい社会の実現を視野
に、現代の諸課題を主体的に解
決しようとしている。
・ワークシート
・確認テスト
・時事問題

○ ○ ○ 6

○ ○ 5

B 単元
【自立した主体としてよりよい社会
の形成に参画する私たち

□主として法に関わる事項
①法や規範の意義及ぶ役割
②契約及び消費者の権利と責任
③司法参加の意義
□主として政治にかかわる事項
①地方自治　地方公共団体
□主として経済に関わる事項

□自立した主体として解決が求
めらている具体的な主題を設定
し、合意形成や社会参画を視野
に入れながら学習活動に参加す
る。
・ワークシート
・確認テスト
・時事問題

○ ○ ○ 6

A 単元
【公共の扉】
　
（１）公共の空間を作る私たち

（２）公共的な空間における人間と
しての在り方生き方

・人間としての在り方について関
心を高め、課題を意欲的に追究す
る態度を養う。
・時事問題
・ワークシート
・ICT活用
・確認テスト

□自らを成長させる人間として
の在り方生き方について理解し
ている。
・ワークシート
・確認テスト
・時事問題

○

定期考査
○

〇 〇 12

□主として政治にかかわる事項
①地方自治
②地方公共団体
□主として経済に関わる事項
①金融機関
②銀行取引
③金融経済教育

・出前授業　金融経済教育Ⅰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇 〇 〇 12

２
学
期

B 単元
【自立した主体としてよりよい社会
の形成に参画する私たち

□主として法に関わる事項
①法や規範の意義及ぶ役割
②契約及び消費者の権利と責任
③司法参加の意義
④主権者教育

□自立した主体として解決が求
めらている具体的な主題を設定
し、合意形成や社会参画を視野
に入れながら学習活動に参加す
る。
・ワークシート
・確認テスト
・時事問題

〇

〇 〇 6

定期考査
○ ○ 1

１
学
期

・人間としての在り方について関
心を高め、課題を意欲的に追究す
る態度を養う。
・時事問題
・ワークシート
・ICT活用
・確認テスト

・プレゼンテーション

〇



〇 〇 〇 12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇 〇 〇

3

合計

64

３
学
期

C 単元
持続可能な社会づくりの主体となる
私たち】
　

□課題探求学習
・時事問題
・ワークシート
・ICT活用
・確認テスト

□持続可能な社会づくりについ
て、よりよい社会の実現を視野
に、現代の諸課題を主体的に解
決しようとしている。
・ワークシート
・確認テスト
・時事問題



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（　3学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 3 学年 A 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

『精選日本史探究』（実教出版）
地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸

（A組：仁上　　　　）

地理歴史 日本史探究
地理歴史 日本史探究 2

 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，
地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合
的に捉えて理解するとともに，諸資料から我が
国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味
や意義，伝統と文化の特色などを，時期
や年代，推移，比較，相互の関連や現在
とのつながりなどに着目して，概念など
を活用して多面的・多角的に考察した

  我が国の歴史の展開に関わる諸事
象について，よりよい社会の実現を
視野に課題を主体的に探究しようと
する態度を養うとともに，多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面
地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決し

日本史探究
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇 14

・対外政策の変容と開国，幕藩体制
の崩壊と新政権の成立などをもと
に，近世から近代への時代の転換を
理解することをねらいとしている。
・近代から現代に至る国家や社会の
展開について，主題を設定し，事象
の意味や意義，関係性などを多面的
･ 多角的に考察し，歴史に関わる諸
事象の解釈や歴史の画期などを根拠

43．開国
44．倒幕と「ええじゃないか」
45．明治維新
46．文明開化
47．富国強兵
48．国境の画定
49．自由民権運動
50．激化事件
51．大日本帝国憲法

・欧米諸国の進出によるアジア
諸国の変化，政治・経済の変化
と思想への影響などに着目し
て，近世から近代の国家 ･ 社
会の変容を多面的 ･ 多角的に
考察し，表現している。時代の
転換に着目して，近代の特色に
ついて多面的・多角的に考察
し，時代を通観する問いを表現

〇 〇 〇 14

２
学
期

・織豊政権の成立前後からの歴史の
展開と歴史的環境を関連付けて時代
の転換を理解している。
・第５章で学んだ中世から近世への
転換の理解や時代を通観する問い，
近世を展望する仮説を踏まえ，資料
を扱う技能を活用し，近世の国家や
社会の展開について，事象の意味や
意義，関係性，歴史に関わる諸事象

29．「南蛮」との出逢い
30．織豊政権の全国統一
31．東アジアの変動と豊臣政権
32．江戸幕府の支配のしくみ
33．江戸時代の対外関係
34．身分制と村・町の生活
35．幕府政治の転換
36．産業の発展
37．交通網の発達と都市の繁栄

・織豊政権の成立前後からの歴
史の展開と歴史的環境を関連付
けて時代の転換を理解し，近世
の特色について多面的・多角的
に考察し，時代を通観する問い
を表現している。
・第５章で学んだ中世から近世
への転換の理解や時代を通観す
る問い，近世を展望する仮説を

〇

〇 〇 14

・平安時代末から戦国時代までを扱
い，中世がどのような時代であった
かを東アジアやユーラシアの動向と
関連付けて考察し，総合的に捉えて
理解できるようにすることをねらい
としている。
・平安時代末から戦国時代までを扱
い，中世がどのような時代であった
かを東アジアやユーラシアの動向と

14．院政と中世荘園
15．奥州藤原氏と平氏
16．治承・寿永の乱と鎌倉幕府
17．承久の乱と公武関係
18．地頭・御家人と荘園制の変質
19．鎌倉幕府の経済・産業と自然
環境
20．モンゴル襲来と日宋・日元貿
易

・古代から中世への歴史の転換
と歴史的環境を関連付けて時代
の転換を理解し，対外的な環境
や交流，中学校社会科歴史的分
野での「大観」して「時代の特
色」を考察し表現する学習を踏
まえ，前の時代との比較などを
通して時代の転換について多面
的・多角的に考察し，探究に向

〇 〇 〇 14

１
学
期

・人類が日本列島で生活を営みはじ
めた時代から平安時代までを扱い，
原始・古代がどのような時代であっ
たかを東アジア世界の動向と関連付
けて考察し，総合的に捉えて理解で
きるようにすることをねらいとして
いる。
・人類が日本列島で生活を営みはじ
めた時代から平安時代までを扱い，

１．列島にくらしはじめた人々
２．農耕がうまれる
３．クニがうまれる
４．ヤマト政権の形成
５．倭の五王と氏姓制度
６．飛鳥の朝廷
７．大化の改新から壬申の乱へ
８．律令国家の形成
９．東アジアの中の天平文化

・旧石器文化から縄文文化への
変化，弥生文化の成立に至る時
期の日本列島の歴史的環境と文
化の形成とを関連付けて時代の
転換を理解し，原始社会の特色
や古代の国家や社会との関わり
について意欲的に多面的・多角
的に考察し，時代を通観する問
いを表現している。

〇

 ・近代から現代に至る国家や社会
の展開について，主題を設定し，事
象の意味や意義，関係性などを多面
的 ･ 多角的に考察し，歴史に関わ
る諸事象の解釈や歴史の画期などを
根拠を示して表現する学習を通じて
思考力，判断力，表現力等の育成を
図りつつ，近現代がどのような時代
であったかを構造的に捉えることを

67．世界のなかの日本占領
68．占領政策と日本国憲法
69．朝鮮戦争
70．日米安保体制と55年体制
71．高度経済成長
72．ベトナム戦争とアジア
73．経済大国
74．世界と転換と日本社会
75．グローバル化する世界と日本

・これまでの学習をふまえ，こ
の科目のまとめとして，現代の
日本の課題の形成に関わる歴史
について，生徒の生活や生活空
間，地域社会との関わりをふま
えた主題を設定して，よりよい
社会の実現を視野に多面的・多
角的に考察し，歴史的な経緯や
根拠を踏まえた展望を構想し

〇 〇 〇

14

合計

70

３
学
期

・近代から現代に至る国家や社会の
展開について，主題を設定し，事象
の意味や意義，関係性などを多面的
･ 多角的に考察し，歴史に関わる諸
事象の解釈や歴史の画期などを根拠
を示して表現する学習を通じて思考
力，判断力，表現力等の育成を図り
つつ，近現代がどのような時代で
あったかを構造的に捉えることをね

61．普通選挙と治安維持法
62．大日本帝国の選択肢
63．満州事変とモダニズム
64．日中戦争と総力戦
65．アジア太平洋戦争
66．敗戦

近世から近代への転換の理解や
時代を通観する問い，近代を展
望する仮説を踏まえるととも
に，「歴史総合」での学習の成
果を活用して，近現代の地域・
日本と世界の相互の関係を構造
的に整理し，多様な視点から歴
史に関わる諸事象について深く
理解する。その際，大項目Ａか



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 1 学年 A 組～ 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　組：　　　　）
高校数学Ⅰ　実教出版

数学
【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化した

（A組：戸代谷） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 2

数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，事象を数学化したり数
学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり
する技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多
面的にみたり目的に応じて適切に変形し
たりする力，図形の構成要素間の関係に
着目し，図形の性質や計量について論理
的に考察し表現する力，関数関係に着目

数学のよさを認識し数学を活用しよ
うとする態度，粘り強く考え数学的
論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり，評価・改善したりし

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基

数学Ⅰ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

〇 1

式の展開ができる。 式の展開ができる。
プリントを使用する。

式の展開ができる。
乗法公式について理解する。
主体的に学習に取り組む。

〇 〇 〇 8

〇 〇 8

整式の加法・減法ができる。 多項式の加法・減法ができる。プ
リントを使用する。

整式の加法減法ができる。
同類項について理解する。
主体的に学習に取り組む。

〇 〇 〇 8

基本的な四則演算ができる。 中学校で学習した四則演算の復
習。プリントを使用する。

基本的な四則演算ができる。
分数の加法・減法について理解
する。
主体的に学習に取り組む。 〇

中間考査 〇

〇

〇 〇 8

実数について理解する。 分数と小数の計算ができる。
プリントを使用する。

循環小数について理解する。
主体的に学習に取り組む。

〇 〇 〇 10

２
学
期

√を含む式の計算ができる。 √を含む式の計算ができる。
プリントを使用する。

√を含む式の計算ができる。
分母の有理化について理解す
る。
主体的に学習に取り組む。 〇

〇 〇 8

期末考査 〇 〇 1

１
学
期

式の因数分解ができる。 式の因数分解ができる。
プリントを使用する。

式の因数分解ができる。
因数分解の公式について理解す
る。
主体的に学習に取り組む。 〇

〇 〇 8

2次関数のグラフをかくことができ
る。

2次関数のグラフをかくことがで
きる。
プリントを使用する。

2次関数のグラフをかくことが
できる。
平行移動について理解する。
主体的に学習に取り組む。 〇 〇 〇

10

合計

70

３
学
期

1次不等式を解くことができる。 1次不等式を解くことができる。
プリントを使用する。

1次不等式を解くことができ
る。
負の数をかけたときの大小関係
を理解する。
主体的に学習に取り組む。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 2 学年 A 組～ 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　組：　　　　）
高校数学Ⅰ　実教出版

数学
【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化した

（A組：戸代谷） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 2

数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，事象を数学化したり数
学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり
する技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多
面的にみたり目的に応じて適切に変形し
たりする力，図形の構成要素間の関係に
着目し，図形の性質や計量について論理
的に考察し表現する力，関数関係に着目

数学のよさを認識し数学を活用しよ
うとする態度，粘り強く考え数学的
論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり，評価・改善したりし

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基

数学Ⅰ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇 12

中間考査
〇 〇 1１

学
期

二次方程式の解と二次関数のグラフ
との関係について理解すること。ま
た，二次不等式の解と二次関数のグ
ラフとの関係について理解し，二次
関数のグラフを用いて二次不等式の

解を求めること。

二次方程式・二次不等式の解を求
める。

二次方程式・二次不等式を解く
ことができる。
二次方程式の解と二次関数のグ
ラフとの関係を理解する。
主体的に学習に取り組む。 〇

鋭角の三角比の意味と相互関係につ
いて理解する。図形の構成要素間の
関係に着目し，日常の事象や社会の
事象を数学的に捉え，問題を解決し
たり，解決の過程を振り返って事象
の数学的な特徴や他の事象との関係
を考察したりすること。

直角三角形について，三角比を求
める。

直角三角形について，三角比を
求めることができる。
三角比の相互関係について理解
する。
主体的に学習に取り組む。 〇

２
学
期

三角比を鈍角まで拡張する意義を理
解するとともに，正弦定理や余弦定
理について理解し，それらを用いて
三角形の辺の長さや角の大きさを求
められるようにする。

鋭角の三角比を用いて，鈍角の三
角比の値を求める。

鈍角の三角比を求めることがで
きる。
正弦定理や余弦定理について理
解する。
主体的に学習に取り組む。 〇

集合に関する基本的な概念を理解す
る。
命題に関する基本的な概念を理解す
るとともに，基本的な命題の証明が
できるようにする。

2つの集合の和集合・共通部分を
求める。命題に関する基本的な概
念を理解し，簡単な命題の真偽を
調べる。

2つの集合の和集合・共通部分
を求めることができる。
簡単な命題の真偽を調べること
ができる。
主体的に学習に取り組む。 〇

〇 〇 10

期末考査
〇 〇 1

〇 〇 12

期末考査
〇 〇 1

〇 〇 12

中間考査
○ ○ 1

合計

53

〇 〇 14

学年末考査
〇 〇 1

３
学
期

統計の基本的な考えを理解するとと
もに，データの散らばりを数値で表
してデータの傾向を把握したり，散
布図や相関係数を用いて2つのデー
タの相関を把握できるようにする。

与えられたデータを指定されたグ
ラフで表す。代表値，四分位範
囲，分散，標準偏差などの意味や
用い方を理解しており，またそれ
らを適切に求める。

与えられたデータを，指定され
たグラフで表すことができる。
代表値，四分位範囲，分散，標
準偏差の意味を理解する。
主体的に学習に取り組む。

〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 3 学年 A 組～ 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ⅱ

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基

数学Ⅱ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（　組：　　　　）（　組：　　　　）
高校数学Ⅱ　実教出版

数学
【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化した

数学 数学Ⅱ 2

（A組：戸代谷） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

１
学
期

3次の乗法公式および因数分解の公
式についての理解を深める。また，
パスカルの三角形などを用いた展開
や，分数式の四則演算ができるよう
にする。

3次の乗法公式や因数分解の公式
を理解し，それらを用いて式の展
開や因数分解をする。

3次の乗法公式や因数分解の公
式を理解し，それらを用いて式
の展開や因数分解ができる。
3次の乗法公式や因数分解の公
式について，すでに学習した2
次式の場合と関連付けて多面的
に考察できる。
主体的に学習に取り組む。

〇

数を複素数までに拡張することの意
義を理解し，複素数の四則演算がで
きるようにする。また，2次方程式
の解について理解を深める。

数を複素数まで拡張する意義を理
解し，複素数の四則演算をする。
2次方程式の解の判別及び解と係
数の関係について理解する。

複素数の四則演算ができる。
2次方程式の解の判別及び解と
係数の関係について理解してい
る。
主艇的に学習に取り組む。 〇

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数
関数，三角関数及び微分・積分の考えについて
の基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不
等式が成り立つことなどについて論理的
に考察する力，座標平面上の図形につい
て構成要素間の関係に着目し，方程式を
用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現し

数学のよさを認識し数学を活用しよ
うとする態度，粘り強く柔軟に考え
数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

〇 〇 10

期末考査
〇 〇 1

〇 〇 12

中間考査
〇 〇 1

〇 〇 12

中間考査
○ ○ 1２

学
期

整式の除法・剰余の定理，因数定理
について理解し，それらを用いて高
次方程式を解けるようにする。

整式の除法について理解し，計算
をする。剰余の定理や因数定理を
理解し，余りを求めたり，与えら
れた式が因数であるかを調べたり
する。

整式の除法の計算ができる。
剰余の定理や因数定理を理解
し，余りを求めたり，与えられ
た式が因数であるかを調べるこ
とができる。
主体的に学習に取り組む。

〇

直線上の点や平面上の点について，
その座標を理解し，内分点や外分点
を考察する。

直線上の2点間の距離や，線分を
内分する点・外分する点の座標を
求める。

直線上の2点間の距離や，線分
を内分する点・外分する点の座
標を求めることができる。
座標平面上の異なる2点から等
しい距離にある点の座標を，2
点間の距離を求めることを利用
して考察できる。
主体的に学習に取り組む。

〇

〇 〇 14

学年末考査
〇 〇 1

３
学
期

直線の傾きに着目して，ある直線に
平行な直線や垂直な直線の方程式を
求める。円の方程式について理解
し，円と直線の位置関係および共有
点の個数について学ぶ。

座標平面上のいろいろな直線を方
程式で表す。座標平面上の円を方
程式で表す。

ある直線に平行な直線や垂直な
直線の方程式や円の方程式を求
めることができる。
円と直線の位置関係や共有点の
個数について，2次方程式の判
別式を用いて考察できる。
主体的に学習に取り組む。

〇

〇 〇 12

期末考査
〇 〇 1

合計

53



年間授業計画　様式例

教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 1 学年 Ａ 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　組：　　　　）（　組：　　　　）
高等学校　科学と人間生活　第一学習社

理科
【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解, 科学的に探究するために必要な観察, 実験などに関する技能

理科 科学と人間生活 2

（Ａ組：髙橋幸大） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

高等学校 令和6年度（1学年用） 教科： 理科 科学と人間生活

科学技術発展の人間生活への貢献や身近な事物・現
象を通しての現代の人間生活と科学技術の関連性に
ついての知識を身に付け、人間生活のあり方につい
て理解する。観察・実験の技能を習得するとともに
探究方法を身に付ける。

身近な事物・現象の中に問題を見出し、
観察・実験・調査を行って得た結果につ
いて、科学的に思考し、判断する。そこ
からの自分の考えを的確に表現すること
を身に付ける。

身近な事物・現象に関心や探究心を
持ち、科学的な視点・考察力を養う
とともに、科学技術に対する関心を
高める態度を身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

観察・実験などを行い, 科学的に探究する力
自然の事物・現象について主体的に関わり, 科学的に探究しようとする態度

科学と人間生活
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ 8

定期考査
○ ○ 1１

学
期

熱と温度
熱量の保存
速さと速度の違い
加速度

熱と温度について理解する。
熱量保存の法則を実験を通して理
解する。
速さと速度の違いを方向を考えた
上で理解する。
加速度の考え方を理解する。

・授業を受ける態度。
・出席する。
・プリントを埋めて、まとめ、
提出することができる。
・実験への意欲態度。 ○

力の表し方。
力の種類を理解し、表記できる。
実験に取り組み、仮説から理論を確
認できる。

力を考え、しくみを理解する。
いろいろな種類の力を考え、図示
できる。また、仮説を考え、推論
を考える。

・授業を受ける態度。
・出席する。
・プリントを埋めて、まとめ、
提出することができる。
・実験への意欲態度。 ○

２
学
期

仕事
仕事と熱

物体に働く力と移動した距離の関
係から仕事を理解する。
熱を加えなくても物体に仕事をす
ると温度が上昇することを理解す
る。

・授業を受ける態度。
・出席する。
・プリントを埋めて、まとめ、
提出することができる。
・実験への意欲態度。

○

自然災害の起こる原因とその対策 自然災害が起こる原因について理
解する。
自然災害によっておこる被害につ
いて考える。
ハザードマップ等をもとに、自身
の周りでの災害対策について考え
る。

・授業を受ける態度。
・出席する。
・プリントを埋めて、まとめ、
提出することができる。
・実験への意欲態度。

○

○ ○ 7

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 12

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 13

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 10

太陽系
地球型惑星

太陽系の大きな概要を理解する。
惑星の中の地球型惑星について特
徴を理解する。

・授業を受ける態度。
・出席する。
・プリントを埋めて、まとめ、
提出することができる。
・実験への意欲態度。

○ ○ ○

7

合計

61

３
学
期

地球の大きさと地球の形 地球の大きさや形について、その
特徴や調べ方について理解する。

・授業を受ける態度。
・出席する。
・プリントを埋めて、まとめ、
提出することができる。
・実験への意欲態度。

○



年間授業計画　様式例

教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 2 学年 Ａ 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　組：　　　　）（　組：　　　　）
新編　化学基礎　数研出版

理科
【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解, 科学的に探究するために必要な観察, 実験などに関する技能

理科 化学基礎 3

（Ａ組：髙橋幸大） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科：理科 化学基礎

生活の中にかくれている化学を見つけ、身近な事
物・現象を通して物質の性質や化学変化についての
知識を身に付ける。確認をしたり、持続可能な社会
に目指すために、観察・実験の技能を習得するとと
もに探究方法を身に付ける。

身近な事物・現象の中に問題を見出し、
実験・調査を行って得た結果について、
化学的に思考し、判断する。そこからの
自分の考えを的確に表現することを身に
付ける。

身近な事物・現象に関心や探究心を
持ち、科学的な視点・考察力を養う
とともに、環境問題の解決や化学の
発見に対する関心を高める態度を身
に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

観察・実験などを行い, 科学的に探究する力
自然の事物・現象について主体的に関わり, 科学的に探究しようとする態度

化学基礎
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ 12

定期考査
○ ○ 1

物質が何かを知る。　　　　　　基
本的実験の器具の取り扱いを理解で
きる。

・物質が何かを考える。
・共通点も見つける。
・相違点に気づく。分類について
考え、自分の考えをまとめる。

・授業を受ける態度。
・出席する。
・プリントを埋めて、まとめ、
提出することができる。
・実験への意欲態度。 ○

物質の分離・精製を理解できる。
物質の分離方法や精製方法を実験を
通して身に付けることができる。

・物質の分離方法を考える。
・実験を行い確認する。
・他の方法について考え、自分の
考えをまとめる。

・授業を受ける態度。
・出席する。
・プリントを埋めて、まとめ、
提出することができる。
・実験への意欲態度。 ○

○ ○ 21

物質の三態について理解でき、熱量
の移動についても確認できる。

・物質の三態を日常の現象に照ら
し合わせ、考え、自分の考えをま
とめる。
・熱との関係も考える。

・授業を受ける態度。
・出席する。
・プリントを埋めて、まとめ、
提出することができる。
・実験への意欲態度。 ○ ○ ○ 19

元素について理解できる。
原子の構造や結合を理解できる。
実験を通して、結合を確認でき、他
の物質の結合を予測できる。

・元素と原子の違いを明確にす
る。
・同素体や炎色反応の実験によ
り、成分元素を考える。
・原子の構造から、電子のあり方
やイオンへの移り方を考える。

・授業を受ける態度。
・出席する。
・プリントを埋めて、まとめ、
提出することができる。
・実験への意欲態度。 ○

○ ○ 11

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 13

ｐＨについ理解でき、中和反応につ
いて実験を行い、理解できる。

・ｐＨとは何かを考える。
・実験を行い、中和についても考
える。

・授業を受ける態度。
・出席する。
・プリントを埋めて、まとめ、
提出することができる。
・実験への意欲態度。 ○ ○ ○

10

合計

88

３
学
期

酸化還元について、理解できる。イ
オンの存在と含まれる量や割合を理
解できる。

・酸化や還元の現象を考える。
・水素イオンや水酸化物イオンに
ついて理解を深めるために、図解
しながら考える。

・授業を受ける態度。
・出席する。
・プリントを埋めて、まとめ、
提出することができる。
・実験への意欲態度。 ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科英語
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 1 学年 A 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】中学校の内容を基礎基本とした高校の内容の定着
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

＊授業内容は生徒の理解度等に応じて計画と異なる場合があります。
科目 の目標：

英語 英語コミュニケーションⅠ
英語 英語コミュニケーションⅠ 3

英語コミュニケーションⅠ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常的、社会的な話題について聞いたり読んだ
りするために必要な語彙や表現、音声等を理解
している。情報や考えなどを基本的な表現を用
いて書いたリ話したりして伝える技能を身につ
けている。

日常的、社会的な話題についての会話や
文章を聞いたり読んで、意図や概要、要
点を捉えている。情報や考えなどを基本
的な表現を用いて書いたリ話したりして
伝える。

日常的、社会的な話題の会話や文章
の背景にある文化に対する理解を深
め、聞き手、読み手、話し手、書き
手に配慮して主体的、自律的にコ
ミュニケーションを図ろうとしてい

（　組：　　　　）
VISTA　English CommunicationⅠ

英語

基本的な英語の4技能5領域での適切な表現ができる。
主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとしている。

（Aグループ：　　）（Bグループ　） （　　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

1

春について理解して考えを深めるこ
とができる
色や春についてやり取りができる

be動詞。一般動詞の現在形

プリント、ICT機器

春についての概要を聞き取るこ
とができる
春についての対話を読み、概要
や要点を把握できる
色や春について基本的な語句を
用いて自分の考えを伝えること
ができる

〇 〇 〇 13

思 態
配当
時数

１
学
期

アルファベット　単語の書き方
辞書の引き方　教室英語の理解
ののちゃんの英文法
中学校で学習した基本の文法の理解

アルファベット　単語の書き方
辞書の引き方　教室英語

be動詞、一般動詞、各品詞の役割

プリント、ICT機器

アルファベット　単語の書き方
辞書の引き方　教室英語を理解
したか

中学校で学習した基本の文法を
理解したか

授業への積極的な参加　課題提

〇 〇 〇 10

定期考査

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

1

おもしろいスポーツについて理解し
て考えを深めることができる
スポーツや過去の行動についてやり
取りができる

過去進行形

プリント、ICT機器

おもしろいスポーツについての
概要を聞き取ることができる
おもしろいスポーツについての
対話を読み、概要や要点を把握
できる
スポーツや過去の行動について
基本的な語句を用いて自分の考
えを伝えることができる

〇 〇 〇 20

1

２
学
期

ディックブルーナさんについて理解
して考えを深めることができる
キャラクターや本についてやり取り
ができる

be動詞。一般動詞の過去形

プリント、ICT機器

ディックブルーナさんについて
の概要を聞き取ることができる
ディックブルーナさんについて
の対話を読み、概要や要点を把
握できる
キャラクターや本について基本
的な語句を用いて自分の考えを
伝えることができる

〇 〇 〇 23

定期考査

定期考査

1
合計
90

1

３
学
期

オリンピックやジェスチャーの役割
について理解して考えを深めること
ができる
オリンピックやピクトグラム、自分
のできることや趣味についてやり取
りができる

助動詞、動名詞

プリント、ICT機器

ピクトグラムやジェスチャーに
ついての概要を聞き取ることが
できる
ピクトグラムの役割について読
み、概要や要点を把握できる
オリンピックやピクトグラム、
自分のできることや趣味につい
て基本的な語句を用いて自分の

〇 〇 〇 19

定期考査

定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（2学年用） 教科英語
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 2 学年 A 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】中学校の内容を基礎基本とした高校の内容の定着
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

＊授業内容は生徒の理解度等に応じて計画と異なる場合があります。
科目 の目標：

英語 英語コミュニケーションⅠ
英語 英語コミュニケーションⅠ 2

英語コミュニケーションⅠ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常的、社会的な話題について聞いたり読んだ
りするために必要な語彙や表現、音声等を理解
している。情報や考えなどを基本的な表現を用
いて書いたリ話したりして伝える技能を身につ
けている。

日常的、社会的な話題についての会話や
文章を聞いたり読んで、意図や概要、要
点を捉えている。情報や考えなどを基本
的な表現を用いて書いたリ話したりして
伝える。

日常的、社会的な話題の会話や文章
の背景にある文化に対する理解を深
め、聞き手、読み手、話し手、書き
手に配慮して主体的、自律的にコ
ミュニケーションを図ろうとしてい

（　組：　　　　）
VISTA　English CommunicationⅠ

英語

基本的な英語の4技能5領域での適切な表現ができる。
主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとしている。

（Aグループ：　　）（Bグループ　） （　　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

1

世界遺産マチュピチュのなぞと魅力
について理解して考えを深めること
ができる
旅行についてやり取りができる

be動詞。一般動詞の現在形

プリント、ICT機器

マチュピチュについての概要を
聞き取ることができる
マチュピチュについての対話を
読み、概要や要点を把握できる
旅行について基本的な語句を用
いて自分の考えを伝えることが
できる

授業への積極的な参加　課題提

〇 〇 〇 9

思 態
配当
時数

１
学
期

岩合光昭さんの動物と自然への
思いについて理解して考えを深める
ことができる
自然に関する話題のやり取りが
できる

現在完了形

プリント、ICT機器

岩合さんについての概要を聞き
取ることができる
岩合さんについての対話を読
み、概要や要点を把握できる
自然や写真について基本的な語
句を用いて自分の考えを伝える
ことができる

授業への積極的な参加　課題提

〇 〇 〇 8

定期考査

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

1

サンタクロースに関する話題につい
て理解して考えを深めることができ
る
サンタクロースについてやり取りが
できる

過去進行形

プリント、ICT機器

サンタクロースについての概要
を聞き取ることができる
サンタクロースについての対話
を読み、概要や要点を把握でき
る
サンタクロースについて基本的
な語句を用いて自分の考えを伝
えることができる
授業への積極的な参加　課題提

〇 〇 〇 9

1

２
学
期

身近で使用されているAIについて理
解して考えを深めることができる
ロボットについてやり取りができる

be動詞。一般動詞の過去形

プリント、ICT機器

AIについての概要を聞き取るこ
とができる
AIについての対話を読み、概要
や要点を把握できる
ロボットについて基本的な語句
を用いて自分の考えを伝えるこ
とができる
授業への積極的な参加　課題提

〇 〇 〇 13

定期考査

定期考査

1
合計
57

1

３
学
期

ゲルニカに関する話題について理解
して考えを深めることができる
アンケートについてやり取りができ
る

助動詞、動名詞

プリント、ICT機器

ゲルニカについての概要を聞き
取ることができる
ゲルニカについて読み、概要や
要点を把握できる
アンケートについて基本的な語
句を用いて自分の考えを伝える
ことができる
授業への積極的な参加　課題提

〇 〇 〇 13

定期考査

定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科英語
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 3 学年 A 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】中学校の内容を基礎基本とした高校の内容の定着
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

＊授業内容は生徒の理解度等に応じて計画と異なる場合があります。
科目 の目標：

英語 英語コミュニケーションⅡ
英語 英語コミュニケーションⅡ 2

英語コミュニケーションⅡ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常的、社会的な話題について聞いたり読んだ
りするために必要な語彙や表現、音声等を理解
している。情報や考えなどを基本的な表現を用
いて書いたリ話したりして伝える技能を身につ
けている。

日常的、社会的な話題についての会話や
文章を聞いたり読んで、意図や概要、要
点を捉えている。情報や考えなどを基本
的な表現を用いて書いたリ話したりして
伝える。

日常的、社会的な話題の会話や文章
の背景にある文化に対する理解を深
め、聞き手、読み手、話し手、書き
手に配慮して主体的、自律的にコ
ミュニケーションを図ろうとしてい

（　組：　　　　）
VISTA　English CommunicationⅡ

英語

基本的な英語の4技能5領域での適切な表現ができる。
主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとしている。

（Aグループ：　　）（Bグループ　） （　　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

1

英語と日本語の慣用句の違いについ
て理解し、考えを深めることができ
る

疑問詞節・副詞節
プリント・ICT機器

英語と日本語の慣用句について
の概要を聞き取ることができ
る。　　　英語と日本語の慣用
句について書いたり話したり
し、伝え合うことができる。
授業態度・発言　提出物

〇 〇 〇 9

思 態
配当
時数

１
学
期

「踊り」という世界共通テーマを通
して、世界各国の文化の多様性を感
じ取ることができる。

疑問詞・不定詞・一般動詞
プリント・ICT機器

ダンスについての概要を聞き取
ることができる。
ダンスについての英文を読み、
概要を理解することができる。
授業態度・発言　提出物 〇 〇 〇 8

定期考査

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

1

玉木氏の職業への意識と切手でデザ
インを通した文化について考え、理
解することができる。

形式主語、形式目的語
プリント・ICT機器

切手デザイナーの仕事について
読んで、内容を理解できる。
切手について書いて伝えること
ができる。
授業態度・発言　提出物 〇 〇 〇 9

1

２
学
期

クオッカに関する文章を読み、生き
物と自然環境についての考えを深め
ることができる、

使役動詞・知覚動詞
プリント・ICT機器

クオッカについて概要を理解で
きる。　　動物について話して
伝えることができる。　　　授
業態度・発言　提出物

〇 〇 〇 13

定期考査

定期考査

1
合計
57

1

３
学
期

世界遺産に関する文章を読み、景観
を守るための人々の取り組みについ
て考えることができる。

現在完了進行形・過去完了
プリント・ICT機器

世界遺産について読み、概要を
理解することができる。
旅行したことがある場所につい
て書いたり話したりし、伝え合
うことができる。　　　授業態
度・発言　提出物

〇 〇 〇 13

定期考査



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 1 学年 A 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標： 生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポールライフの継続を目指す。

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポールライフの継続を目指す。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断する。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する。

体育
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代高等保健体育(大修館)
保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けようるようにする。

（A組：榎本・福島）

保健体育 体育
保健体育 体育 2

26

２
学
期

E 球技
　ゴール型（サッカー）
　ゴール型（バスケットボール）

・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい，技術などの名
称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解
するとともに，作戦や状況に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。

【知識・技能】
・状況に応じたボール操作と空間を
埋めるなどの動きによって空間への

【知識・技能】
・役割に応じたボール操作や安定
した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防を
すること。

【思考力・判断力・表現力等】
・課題解決の過程を踏まえて，
チームや自己の新たな課題を発見
すること。
・チームでの学習で，状況に応じ
てチームや自己の役割を提案する
こと。
・チームでの話合いの場面で，合
意を形成するための調整の仕方を
見付けること。

【知識・技能】
・課題解決の方法には，チーム
や自己に応じた目標の設定，目
標を達成するための課題の設
定，課題解決のための練習法な
どの選択と実践，ゲームなどを
通した学習成果の確認，新たな
目標の設定といった過程がある
ことについて,言ったり書き出
したりしている。

【思考力・判断力・表現力等】
チームや自己の動きを分析し
て，良い点や修正点を指摘して
いる。
・課題解決の過程を踏まえて，
チームや自己の新たな課題を発

26

１
学
期

E 球技
　ネット型（バレーボール）
　ベースボール型（ソフトボール）

・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい，技術などの名
称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解

【知識・技能】
・役割に応じたボール操作や安定
した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防を
すること。
・安定したバット操作と走塁での
攻撃、ボール操作と連携した守備
などによって攻防をすること。

【知識・技能】
・課題解決の方法には，チーム
や自己に応じた目標の設定，目
標を達成するための課題の設
定，課題解決のための練習法な
どの選択と実践，ゲームなどを
通した学習成果の確認，新たな
目標の設定といった過程がある
ことについて,言ったり書き出

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽し
さや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようるにするため、運動の
多様性や体力の必要性について理解するとともに、
それらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めの課題を発見し、合理的、計画的な解
決に向けて思考し判断するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝える力
を養う。

運動における競争や協働の経験を通し
て、公正に取り組む、互いに協力する、
自己の責任を果たす、参画する、一人一
人の違いを大切にしようとするなどの意
欲を育てるとともに、健康・安全を確保
して運動に親しむ態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

18

合計

70

３
学
期

C　陸上競技（長距離）
・ 生涯にわたって運動を豊かに継
続するための自己や仲間の課題を発
見し，合理的，計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに，
自己や仲間の考えたことを他者に伝
えることができるようにする。
E　球技（バドミントン）
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい，技術などの名
称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解
するとともに，作戦や状況に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。

【知識・技能】
・その運動種目の技能に関連させ
ながら体力を高めることができる
こと。
・自分で設定したペースの変化や
仲間のペースに応じて，ストライ
ドやピッチを切り替えて走るこ
と。

【思考力・判断力・表現力】
・自己の動きを分析して良い点や
修正点を指摘すること。
・陸上競技の学習成果を踏まえ
て，自己に適した生涯にわたって
楽しむための関わり方を見付ける
こと。

【知識・技能】
・その運動種目の技能に関連さ
せながら体力を高めることがで
きることについて,言ったり書
き出したりしている。
・自分で設定したペースの変化
や仲間のペースに応じて，スト
ライドやピッチを切り替えて走
ることができる。

【思考力・判断力・表現力】
・自己の動きを分析して良い点
や修正点を指摘している。
・陸上競技の学習成果を踏まえ
て，自己に適した生涯にわたっ
て楽しむための関わり方を見付
けている。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 2 学年 A 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標： 生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポールライフの継続を目指す。

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポールライフの継続を目指す。

現代高等保健体育(大修館)
保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けようるようにする。

（A組：榎本・福島）

保健体育 体育
保健体育 体育 2

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽し
さや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようるにするため、運動の
多様性や体力の必要性について理解するとともに、
それらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めの課題を発見し、合理的、計画的な解
決に向けて思考し判断するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝える力
を養う。

運動における競争や協働の経験を通し
て、公正に取り組む、互いに協力する、
自己の責任を果たす、参画する、一人一
人の違いを大切にしようとするなどの意
欲を育てるとともに、健康・安全を確保
して運動に親しむ態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断する。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する。

体育
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

18

合計

70

３
学
期

C　陸上競技（長距離）
・ 生涯にわたって運動を豊かに継
続するための自己や仲間の課題を発
見し，合理的，計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに，
自己や仲間の考えたことを他者に伝
えることができるようにする。
E　球技（バドミントン）
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい，技術などの名
称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解
するとともに，作戦や状況に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。

【知識・技能】
・その運動種目の技能に関連させ
ながら体力を高めることができる
こと。
・自分で設定したペースの変化や
仲間のペースに応じて，ストライ
ドやピッチを切り替えて走るこ
と。

【思考力・判断力・表現力】
・自己の動きを分析して良い点や
修正点を指摘すること。
・陸上競技の学習成果を踏まえ
て，自己に適した生涯にわたって
楽しむための関わり方を見付ける
こと。

【知識・技能】
・その運動種目の技能に関連さ
せながら体力を高めることがで
きることについて,言ったり書
き出したりしている。
・自分で設定したペースの変化
や仲間のペースに応じて，スト
ライドやピッチを切り替えて走
ることができる。

【思考力・判断力・表現力】
・自己の動きを分析して良い点
や修正点を指摘している。
・陸上競技の学習成果を踏まえ
て，自己に適した生涯にわたっ
て楽しむための関わり方を見付
けている。

26

２
学
期

E 球技
　ゴール型（サッカー）
　ゴール型（バスケットボール）

・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい，技術などの名
称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解
するとともに，作戦や状況に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。

【知識・技能】
・状況に応じたボール操作と空間を
埋めるなどの動きによって空間への

【知識・技能】
・役割に応じたボール操作や安定
した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防を
すること。

【思考力・判断力・表現力等】
・課題解決の過程を踏まえて，
チームや自己の新たな課題を発見
すること。
・チームでの学習で，状況に応じ
てチームや自己の役割を提案する
こと。
・チームでの話合いの場面で，合
意を形成するための調整の仕方を
見付けること。

【知識・技能】
・課題解決の方法には，チーム
や自己に応じた目標の設定，目
標を達成するための課題の設
定，課題解決のための練習法な
どの選択と実践，ゲームなどを
通した学習成果の確認，新たな
目標の設定といった過程がある
ことについて,言ったり書き出
したりしている。

【思考力・判断力・表現力等】
チームや自己の動きを分析し
て，良い点や修正点を指摘して
いる。
・課題解決の過程を踏まえて，
チームや自己の新たな課題を発

26

１
学
期

E 球技
　ネット型（バレーボール）
　ベースボール型（ソフトボール）

・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい，技術などの名
称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解

【知識・技能】
・役割に応じたボール操作や安定
した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防を
すること。
・安定したバット操作と走塁での
攻撃、ボール操作と連携した守備
などによって攻防をすること。

【知識・技能】
・課題解決の方法には，チーム
や自己に応じた目標の設定，目
標を達成するための課題の設
定，課題解決のための練習法な
どの選択と実践，ゲームなどを
通した学習成果の確認，新たな
目標の設定といった過程がある
ことについて,言ったり書き出



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 3 学年 A 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標： 生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポールライフの継続を目指す。

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポールライフの継続を目指す。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断する。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する。

体育
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代高等保健体育(大修館)
保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けようるようにする。

（A組：榎本・福島）

保健体育 体育
保健体育 体育 2

26

２
学
期

E 球技
　ゴール型（サッカー）
　ゴール型（バスケットボール）

・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい，技術などの名
称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解
するとともに，作戦や状況に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。

【知識・技能】
・状況に応じたボール操作と空間を
埋めるなどの動きによって空間への

【知識・技能】
・役割に応じたボール操作や安定
した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防を
すること。

【思考力・判断力・表現力等】
・課題解決の過程を踏まえて，
チームや自己の新たな課題を発見
すること。
・チームでの学習で，状況に応じ
てチームや自己の役割を提案する
こと。
・チームでの話合いの場面で，合
意を形成するための調整の仕方を
見付けること。

【知識・技能】
・課題解決の方法には，チーム
や自己に応じた目標の設定，目
標を達成するための課題の設
定，課題解決のための練習法な
どの選択と実践，ゲームなどを
通した学習成果の確認，新たな
目標の設定といった過程がある
ことについて,言ったり書き出
したりしている。

【思考力・判断力・表現力等】
チームや自己の動きを分析し
て，良い点や修正点を指摘して
いる。
・課題解決の過程を踏まえて，
チームや自己の新たな課題を発

26

１
学
期

E 球技
　ネット型（バレーボール）
　ベースボール型（ソフトボール）

・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい，技術などの名
称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解

【知識・技能】
・役割に応じたボール操作や安定
した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防を
すること。
・安定したバット操作と走塁での
攻撃、ボール操作と連携した守備
などによって攻防をすること。

【知識・技能】
・課題解決の方法には，チーム
や自己に応じた目標の設定，目
標を達成するための課題の設
定，課題解決のための練習法な
どの選択と実践，ゲームなどを
通した学習成果の確認，新たな
目標の設定といった過程がある
ことについて,言ったり書き出

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽し
さや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようるにするため、運動の
多様性や体力の必要性について理解するとともに、
それらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めの課題を発見し、合理的、計画的な解
決に向けて思考し判断するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝える力
を養う。

運動における競争や協働の経験を通し
て、公正に取り組む、互いに協力する、
自己の責任を果たす、参画する、一人一
人の違いを大切にしようとするなどの意
欲を育てるとともに、健康・安全を確保
して運動に親しむ態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

18

合計

70

３
学
期

C　陸上競技（長距離）
・ 生涯にわたって運動を豊かに継
続するための自己や仲間の課題を発
見し，合理的，計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに，
自己や仲間の考えたことを他者に伝
えることができるようにする。
E　球技（バドミントン）
・勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい，技術などの名
称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解
するとともに，作戦や状況に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。

【知識・技能】
・その運動種目の技能に関連させ
ながら体力を高めることができる
こと。
・自分で設定したペースの変化や
仲間のペースに応じて，ストライ
ドやピッチを切り替えて走るこ
と。

【思考力・判断力・表現力】
・自己の動きを分析して良い点や
修正点を指摘すること。
・陸上競技の学習成果を踏まえ
て，自己に適した生涯にわたって
楽しむための関わり方を見付ける
こと。

【知識・技能】
・その運動種目の技能に関連さ
せながら体力を高めることがで
きることについて,言ったり書
き出したりしている。
・自分で設定したペースの変化
や仲間のペースに応じて，スト
ライドやピッチを切り替えて走
ることができる。

【思考力・判断力・表現力】
・自己の動きを分析して良い点
や修正点を指摘している。
・陸上競技の学習成果を踏まえ
て，自己に適した生涯にわたっ
て楽しむための関わり方を見付
けている。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 1 学年 A 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標： 生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポールライフの継続を目指す。

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポールライフの継続を目指す。

現代高等保健体育（大修館書店）
保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】個人及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

（A組：榎本）

保健体育 保健
保健体育 保健 1

現代社会と健康、安全な社会生活、生涯を通じる健
康、健康を支える環境づくりとその活用について、
個人だけでなく社会生活について総合的に理解でき
るようにするとともに、それらの内容に関わる技能
を身に付けるようにすることを目指す。

個人生活における健康・安全に関する内
容について科学的に思考し、判断し、そ
れらを筋道を立てて他者に表現できるよ
うにするという考え方を生かすことを目
指す。

自他の健康やそれを支える環境づくりに
関心をもち、現在だけでなく生涯を通じ
て健康の保持増進や回復を目指す実践力
を育てることによって、生徒が現在およ
び将来の生活を健康で活力に満ちた明る
く豊かなものにすることを目指す。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力のある生活を営む態度を育てる。

保健
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

7

合計

35

３
学
期

・社会生活と健康について，社会生
活における健康の保持増進に関わる
課題の解決を目指して、知識を活用
した学習活動などにより、総合的に
考え、判断しそれらを表している。
・環境保健に関わる活動、食品保健
に関わる活動について，資料等で調
べたことを基に課題を見付けたり解
決の方法を整理したりするなどし

・プレゼン資料作成
・プレゼンテーション
・プレゼン評価

【知識・技能】30点
・プレゼン資料（３０点）

【思考力・判断力・表現力等】
４0点
・プレゼンテーション（４０
点）

14

２
学
期

・目的に応じた健康的な運動の仕方
について例を挙げながら説明でき
る。
・健康的な食事の仕方について説明
できる。
・健康と睡眠の関係及び健康によい
睡眠のとり方について説明できる。
・精神疾患の要因について説明でき
る。

・運動と健康
・食事と健康
・休養睡眠と健康
・精神疾患の特徴
・精神疾患からの回復
・現代の感染症
・感染症の予防
・性感染症・エイズととその予防
・健康に関する意思決定・行動選

【知識・技能】40点
・期末考査（４０点）

【思考力・判断力・表現力等】
30点
・期末考査（２５点）
・毎単元の考察（５点）

14

１
学
期

・さまざまな健康の考え方について
例をあげて説明できる。
・健康を成り立たせている要因につ
いて例をあげて説明できる。
・我が国の健康水準の変化とその背
景について説明できる。
・我が国の現在の健康問題について
例をあげて説明できる。
・生活習慣病の種類と要因について

・健康の考え方と成り立ち
・私たちの健康のすがた
・生活習慣病の予防と回復
・がんの原因と予防
・がんの治療と回復
・喫煙と健康
・飲酒と健康
・薬物乱用と健康

【知識・技能】40点
・期末考査（４０点）

【思考力・判断力・表現力等】
30点
・期末考査（２５点）
・毎単元の考察（５点）



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 2 学年 A 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標： 生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポールライフの継続を目指す。

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポールライフの継続を目指す。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力のある生活を営む態度を育てる。

保健
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代高等保健体育（大修館書店）
保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】個人及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

（A組：榎本）

保健体育 保健
保健体育 保健 1

14

２
学
期

・中高年期の健康課題について説明
できる。
・労働中の事故防止に必要な考えに
ついて説明できる。
・健康的な働き方について説明でき
る。
・事故の発生要因に関して例をあげ
て説明できる。
・安全確保のためにどのような環境

・中高年期と健康
・働くことと健康
・労働災害と健康
・健康的な職業生活
・事故の現状と発生原因
・安全な社会の形成
・交通における安全
・応急手当の意義とその基本
・日常的な応急手当

【知識・技能】40点
・期末考査（４０点）

【思考力・判断力・表現力等】
30点
・期末考査（２５点）
・毎単元の考察（５点）

14

１
学
期

・ライフステージと健康の関係性に
ついて例をあげて説明できる。
・思春期の心と体の発達についてそ
れぞれ例をあげて説明できる。
・性意識の男女差について例をあげ
て説明できる。
・妊娠過程の健康問題について説明
できる。
・避妊法について説明できる。

・ライフステージと健康
・思春期と健康
・性意識と性行動の選択
・妊娠・出産と健康
・避妊法と人工妊娠中絶
・結婚生活と健康

【知識・技能】40点
・期末考査（４０点）

【思考力・判断力・表現力等】
30点
・期末考査（２５点）
・毎単元の考察（５点）

現代社会と健康、安全な社会生活、生涯を通じる健
康、健康を支える環境づくりとその活用について、
個人だけでなく社会生活について総合的に理解でき
るようにするとともに、それらの内容に関わる技能
を身に付けるようにすることを目指す。

個人生活における健康・安全に関する内
容について科学的に思考し、判断し、そ
れらを筋道を立てて他者に表現できるよ
うにするという考え方を生かすことを目
指す。

自他の健康やそれを支える環境づくりに
関心をもち、現在だけでなく生涯を通じ
て健康の保持増進や回復を目指す実践力
を育てることによって、生徒が現在およ
び将来の生活を健康で活力に満ちた明る
く豊かなものにすることを目指す。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

7

合計

35

３
学
期

・社会生活と健康について，社会生
活における健康の保持増進に関わる
課題の解決を目指して、知識を活用
した学習活動などにより、総合的に
考え、判断しそれらを表している。
・環境保健に関わる活動、食品保健
に関わる活動について，資料等で調
べたことを基に課題を見付けたり解
決の方法を整理したりするなどし

・プレゼン資料作成
・プレゼンテーション
・プレゼン評価

【知識・技能】30点
・プレゼン資料（３０点）

【思考力・判断力・表現力等】
４0点
・プレゼンテーション（４０
点）



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（2学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 2 学年 A 組～ 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　組：　　　　）
東京書籍　家庭総合　自立・共生・創造

家庭科
【 知　識　及　び　技　能 】人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な科学的な理解を図るとともに、それらに係る技能を体験的・総合的に身に付けるようにする。

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

家庭科 家庭総合
家庭科 家庭総合 4

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費
生活・環境などについて、生活を主体的に営む
ために必要な科学的な理解を図るとともに、そ
れらに係る技能を体験的・総合的に身に付ける
ようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中か
ら問題を見いだして課題を設定し、解決
策を構想し、実践を評価・改善し、考察
したことを科学的な根拠に基づいて論理
的に表現するなど、生涯を見通して課題

様々な人々と協働し、よりよい社会
の構築に向けて、地域社会に参画し
ようとするとともに、生活文化を継
承し、自分や家庭、地域の生活の充
実向上を図ろうとする実践的な態度

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを科学的な根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して課題を解決する力を養う。
様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

家庭総合
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

〇

〇 〇 13

子どもと共に育つ 命を育む、子どもの育つ力を知
る、子どもと関わる、子どもとの
触れ合いから学ぶ、これからの保
育環境

子どもの健やかな発達を支える
ために、子どもとの適切なかか
わり方について課題を見いだし
て課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、考察
したことを根拠に基づいて倫理
的に表現するなどして課題を解
決する力を身につけている。

〇 〇 〇 21

２
学
期

人生をつくる 人生をつくる、家族・家庭を見つ
める、これからの家庭生活と社会

様々な人々と協働し、よりよい
社会の構築に向けて、青年期の
自立と家族・家庭及び社会につ
いて、課題の解決に主体的に取
り組んだり、振り返って改善し
たりして、地域社会に参画しよ
うとするとともに、生活文化を
継承し、自分や家庭、地域の生
活の充実向上を図るために実践

〇

〇 〇 4

経済生活を営む 情報の収集・比較と意思決定、購
入・支払いのルールと方法、消費
者の権利と責任、生涯の経済生活
を見通す、家計をマネジメントす
る、これからの経済生活

自立した消費者として、生活情
報を活用し、適切な意思決定に
基づいて行動できるよう、責任
ある消費について問題を見いだ
して課題を決定し、解決策を構
想し、実践を評価・改善し、考
察したことを根拠に基づいて倫
理的に表現するなどして課題を
解決する力を身に付けている。

〇 〇 〇 15

１
学
期

生涯を見通す

持続可能な生活を営む

人生を展望する、目標を持って生
きる

持続可能な社会を目指して、一人
一人の力で社会を動かす

生涯を見通した自己の生活につ
いて主体的に考え、ライフスタ
イルと将来の家庭生活及び職業
生活について考察する。

持続可能な社会へ参画すること
の意義について理解を深めてい
る。

〇

〇 〇 12

共に生き、共に支える 私たちの生活と福祉、社会保障の
考え方、共に生きる

様々な人々と協働し、よりよい
社会の構築に向けて、共生社会
と福祉について、課題の解決に
主体的に取り組んだり、振り
返って改善したりして、地域社
会に参画しようとするととも
に、生活文化を継承し、自分や
家庭、地域の生活の充実向上を
図るために実践しようとしてい

〇 〇 〇

5

合計

70

３
学
期

超高齢社会を共に生きる 超高齢・大衆長寿社会の到来、高
齢期の心身の特徴、高齢者の自立
を支える、これからの超高齢社会

高齢者の心身の状況に応じて適
切にかかわるための生活支援に
関する技能を身に付けている。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 3 学年 A 組～ 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　組：　　　　）

家庭科
【 知　識　及　び　技　能 】

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

家庭科 家庭総合
家庭科 家庭総合 4

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費
生活・環境などについて、生活を主体的に営む
ために必要な科学的な理解を図るとともに、そ
れらに係る技能を体験的・総合的に身に付ける
ようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中か
ら問題を見いだして課題を設定し、解決
策を構想し、実践を評価・改善し、考察
したことを科学的な根拠に基づいて論理
的に表現するなど、生涯を見通して課題

様々な人々と協働し、よりよい社会
の構築に向けて、地域社会に参画し
ようとするとともに、生活文化を継
承し、自分や家庭、地域の生活の充
実向上を図ろうとする実践的な態度

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

家庭総合
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

〇

〇 〇 12

衣生活をつくる 被服の役割を考える、被服を入手
する、被服を管理する、被服を作
る、衣生活の文化と知恵、これか
らの衣生活

衣生活を取り巻く課題など、被
服と人との関わりについて理解
を深めている。
被服構成について科学的に理解
している。 〇 〇 〇 24

２
学
期

食生活をつくる 調理の基礎、食生活の文化と知
恵、これからの食生活

主体的に食生活を営むことがで
きるよう健康に配慮した自己と
家族の食事について問題を見い
だして課題を設定し、解決策を
構想し、実践を評価・改善し、
考察したことを根拠に基づいて
論理的に表現するなどして課題
を解決する力を身に付けてい
る。

〇

〇 〇 1

食生活をつくる 食生活の課題について考える、食
事と栄養・食品、食品の選択と安
全、生涯の健康を見通した食事計
画

ライフステージの特徴や課題に
着目し、栄養の特徴について理
解している。
様々な人々と協働し、よりよい
社会の構築に向けて、食生活の
科学と文化について、課題の解
決に主体的に取り組んだり、振
り返って改善したりして、地域
社会に参画しようとするととも

〇 〇 〇 18

１
学
期

ホームプロジェクトと学校家庭クラ
ブ

生活に生かそう、「ホームプロ
ジェクト」

自己の家庭生活や地域の生活と
関連付けて生活上の問題を見い
だして課題を設定し、解決策を
構想し、実践を評価・改善し、
考察したことを根拠に基づいて
論理的に表現するなどして課題
を解決する力を身に付けてい
る。

〇

〇 〇 12

これからの生活を創造する 生活をデザインする 様々な人々と協働し、よりよい
社会の構築に向けて、生涯の生
活設計について、課題の解決に
主体的に取り組んだり、振り
返って改善したりして、地域社
会に参画しようとするととも
に、生活文化を継承し、自分や
家庭、地域の生活の充実向上を
図るために実践しようとしてい

〇 〇 〇

3

合計

70

３
学
期

住生活をつくる 住生活の変遷と住居の機能、安全
で快適な住生活の計画、住生活の
文化と知恵、これからの住生活

主体的に住生活を営むことがで
きるよう防災などの安全に配慮
した住生活とまちづくりについ
て問題を見いだして課題を設定
し、解決策を構想し、実践を評
価・改善し、考察したことを根
拠に基づいて論理的に表現する
などして課題を解決する力を身
に付けている。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科6年度
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 3 学年 A 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

教育芸術社　高校生の音楽１
芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質につ いて理解するとともに，意図に 基づいて表現するための技能を 身に付けるようにする。

（　A組：小林正彦　　　　　B組：　　　　）

芸術 音楽Ⅰ
芸術 音楽 2

曲想と音楽の構造や文化的・歴史 的背景などとの関わり及び音楽 の多様性について理解するとともに，創意工夫を生かした音楽表 現をするために必要な技能を身 に付けるようにする。自己のイメージをもって音楽表 現を創意
工夫することや，音楽 を評価しながらよ
さや美しさを 自ら味わって聴くことがで
きる ようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い 活動
に取り組み，生涯にわたり 音楽を愛
好する心情を育むとと もに，感性を
高め，音楽文化に 親しみ，音楽に
よって生活や社 会を明るく豊かなも

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

創造的な表現を工夫したり，芸 術のよさや美しさを深く味わっ たりすることができるようにす る。
生涯にわたり芸術を愛好する心 情を育むとともに，感性を高め， 心豊かな生活や社会を

音楽
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ 16

B 単元　鑑賞
【知識及び技能】各時代の音楽の特
徴と文化的・歴史的背景を理解して
いる。各時代の音楽家の生涯を正し
く理解し、社会との関わりや音楽家
の心情を理解することができる
　
【思考力、判断力、表現力等】その
時代の特徴や社会を正しく理解し、

・指導事項　ルネサンス、古典
派、ロマン派、近代音楽
・教材　教科書
・LCTの活用

【知識・技能】音楽の特徴と文
化的・歴史的背景，他の芸術と
の関わり，伝統音楽の種類とそ
れぞれの特徴について理解して
いる。
　
【思考・判断・表現】音色，リ
ズム，速度，旋律，テクスチュ
ア，構成を知覚し，それらの働

○ ○ ○ 14

A 単元　斉唱・合唱
【知識及び技能】
　曲想と歌詞との関わりについて理
解している 技能　創意工夫を生か
した歌唱表現をするために必要な、
曲にふさわしい発声、言 葉の発
音、身体の使い方などの技能を身に
付け、歌唱で表している

・指導事項　校歌、翼をくださ
い、少年時代、この道、野ばら、
君と見た海
・教材　教科書
・LCTの活用

【知識・技能】様々な表現形態
による歌唱表現の特徴について
理解している。姿勢や呼吸など
の身体の使い方の技能，他者と
の調和を意識して歌う技能を身
に付け，歌唱で表している。
　
【思考・判断・表現】親しみや
すいJ-POPの歌の二部合唱，音

○

○

○ ○ 15

B 単元　器楽
【知識及び技能】楽器の持つ特性を
理解し、音階や曲が正しい指で正確
に弾くことができる。
　楽器の構造や性能を理解すること
により、その楽器にふさわしい技術
を習得し、練習に参加することがで
きる。
　

・指導事項　音階と和音、エリー
ゼのために
・教材　キーボード
・LCTの活用

【知識・技能】表現や鑑賞の
「知識」に関する諸事項につい
て理解している。
　
【思考・判断・表現】音色，リ
ズム，速度，旋律，テクスチュ
ア，強弱，形式，構成などを知
覚し，それらの働きを感受しな
がら，知覚したことと感受した

○ ○ ○ 13

２
学
期

A 単元　　斉唱・合唱
【知識及び技能】
　曲想と歌詞との関わりについて理
解している 技能　創意工夫を生か
した歌唱表現をするために必要な、
曲にふさわしい発声、言 葉の発
音、身体の使い方などの技能を身に
付け、歌唱で表している

・指導事項　サンタルチア、虹、
ホールニューワールド、
・教材　教科書
・LCTの活用

【知識・技能】様々な表現形態
による歌唱表現の特徴について
理解している。姿勢や呼吸など
の身体の使い方の技能，他者と
の調和を意識して歌う技能を身
に付け，歌唱で表している。
　
【思考・判断・表現】親しみや
すいJ-POPの歌の二部合唱，音

○

１
学
期

○ ○ 6

B 単元　鑑賞
【知識及び技能】各時代の音楽の特
徴と文化的・歴史的背景を理解して
いる。各時代の音楽家の生涯を正し
く理解し、社会との関わりや音楽家
の心情を理解することができる
　
【思考力、判断力、表現力等】その
時代の特徴や社会を正しく理解し、

・指導事項　バレエ、ミュージカ
ル、オペラ
・教材　教科書
・LCTの活用

【知識・技能】音楽の特徴と文
化的・歴史的背景，他の芸術と
の関わり，伝統音楽の種類とそ
れぞれの特徴について理解して
いる。
　
【思考・判断・表現】音色，リ
ズム，速度，旋律，テクスチュ
ア，構成を知覚し，それらの働

○ ○ ○

6

合計

70

３
学
期

A 単元　　斉唱・合唱
【知識及び技能】
　曲想と歌詞との関わりについて理
解している 技能　創意工夫を生か
した歌唱表現をするために必要な、
曲にふさわしい発声、言 葉の発
音、身体の使い方などの技能を身に
付け、歌唱で表している

・指導事項　流浪の民、ベートー
ヴェン第九、
・教材　教科書
・LCTの活用

【知識・技能】様々な表現形態
による歌唱表現の特徴について
理解している。姿勢や呼吸など
の身体の使い方の技能，他者と
の調和を意識して歌う技能を身
に付け，歌唱で表している。
　
【思考・判断・表現】親しみや
すいJ-POPの歌の二部合唱，音



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科6年度
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 3 学年 A 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

教育芸術社　高校生の音楽１
芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質につ いて理解するとともに，意図に 基づいて表現するための技能を 身に付けるようにする。

（　A組：小林正彦　　　　　B組：　　　　）

芸術 音楽Ⅰ
芸術 音楽 2

曲想と音楽の構造や文化的・歴史 的背景などとの関わり及び音楽 の多様性について理解するとともに，創意工夫を生かした音楽表 現をするために必要な技能を身 に付けるようにする。自己のイメージをもって音楽表 現を創意
工夫することや，音楽 を評価しながらよ
さや美しさを 自ら味わって聴くことがで
きる ようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い 活動
に取り組み，生涯にわたり 音楽を愛
好する心情を育むとと もに，感性を
高め，音楽文化に 親しみ，音楽に
よって生活や社 会を明るく豊かなも

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

創造的な表現を工夫したり，芸 術のよさや美しさを深く味わっ たりすることができるようにす る。
生涯にわたり芸術を愛好する心 情を育むとともに，感性を高め， 心豊かな生活や社会を

音楽
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ 16

B 単元　鑑賞
【知識及び技能】各時代の音楽の特
徴と文化的・歴史的背景を理解して
いる。各時代の音楽家の生涯を正し
く理解し、社会との関わりや音楽家
の心情を理解することができる
　
【思考力、判断力、表現力等】その
時代の特徴や社会を正しく理解し、

・指導事項　ルネサンス、古典
派、ロマン派、近代音楽
・教材　教科書
・LCTの活用

【知識・技能】音楽の特徴と文
化的・歴史的背景，他の芸術と
の関わり，伝統音楽の種類とそ
れぞれの特徴について理解して
いる。
　
【思考・判断・表現】音色，リ
ズム，速度，旋律，テクスチュ
ア，構成を知覚し，それらの働

○ ○ ○ 14

A 単元　斉唱・合唱
【知識及び技能】
　曲想と歌詞との関わりについて理
解している 技能　創意工夫を生か
した歌唱表現をするために必要な、
曲にふさわしい発声、言 葉の発
音、身体の使い方などの技能を身に
付け、歌唱で表している

・指導事項　校歌、翼をくださ
い、少年時代、この道、野ばら、
君と見た海
・教材　教科書
・LCTの活用

【知識・技能】様々な表現形態
による歌唱表現の特徴について
理解している。姿勢や呼吸など
の身体の使い方の技能，他者と
の調和を意識して歌う技能を身
に付け，歌唱で表している。
　
【思考・判断・表現】親しみや
すいJ-POPの歌の二部合唱，音

○

○

○ ○ 15

B 単元　器楽
【知識及び技能】楽器の持つ特性を
理解し、音階や曲が正しい指で正確
に弾くことができる。
　楽器の構造や性能を理解すること
により、その楽器にふさわしい技術
を習得し、練習に参加することがで
きる。
　

・指導事項　音階と和音、エリー
ゼのために
・教材　キーボード
・LCTの活用

【知識・技能】表現や鑑賞の
「知識」に関する諸事項につい
て理解している。
　
【思考・判断・表現】音色，リ
ズム，速度，旋律，テクスチュ
ア，強弱，形式，構成などを知
覚し，それらの働きを感受しな
がら，知覚したことと感受した

○ ○ ○ 13

２
学
期

A 単元　　斉唱・合唱
【知識及び技能】
　曲想と歌詞との関わりについて理
解している 技能　創意工夫を生か
した歌唱表現をするために必要な、
曲にふさわしい発声、言 葉の発
音、身体の使い方などの技能を身に
付け、歌唱で表している

・指導事項　サンタルチア、虹、
ホールニューワールド、
・教材　教科書
・LCTの活用

【知識・技能】様々な表現形態
による歌唱表現の特徴について
理解している。姿勢や呼吸など
の身体の使い方の技能，他者と
の調和を意識して歌う技能を身
に付け，歌唱で表している。
　
【思考・判断・表現】親しみや
すいJ-POPの歌の二部合唱，音

○

１
学
期

○ ○ 6

B 単元　鑑賞
【知識及び技能】各時代の音楽の特
徴と文化的・歴史的背景を理解して
いる。各時代の音楽家の生涯を正し
く理解し、社会との関わりや音楽家
の心情を理解することができる
　
【思考力、判断力、表現力等】その
時代の特徴や社会を正しく理解し、

・指導事項　バレエ、ミュージカ
ル、オペラ
・教材　教科書
・LCTの活用

【知識・技能】音楽の特徴と文
化的・歴史的背景，他の芸術と
の関わり，伝統音楽の種類とそ
れぞれの特徴について理解して
いる。
　
【思考・判断・表現】音色，リ
ズム，速度，旋律，テクスチュ
ア，構成を知覚し，それらの働

○ ○ ○

6

合計

70

３
学
期

A 単元　　斉唱・合唱
【知識及び技能】
　曲想と歌詞との関わりについて理
解している 技能　創意工夫を生か
した歌唱表現をするために必要な、
曲にふさわしい発声、言 葉の発
音、身体の使い方などの技能を身に
付け、歌唱で表している

・指導事項　流浪の民、ベートー
ヴェン第九、
・教材　教科書
・LCTの活用

【知識・技能】様々な表現形態
による歌唱表現の特徴について
理解している。姿勢や呼吸など
の身体の使い方の技能，他者と
の調和を意識して歌う技能を身
に付け，歌唱で表している。
　
【思考・判断・表現】親しみや
すいJ-POPの歌の二部合唱，音



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１・３学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 1 学年 A 組・ ３学年A組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　組：　　　　）
高校生の美術１　１１６〜日文　美１ー７０２

芸術
【 知　識　及　び　技　能 】幅広い美術の知識を備え、そこから湧き出て来る豊富なイマジネーションを実現し、それを日常生活にも活用出来るようにする為の高度な技能を修得する。

（A組・蔭山正人　　　） 　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

東京都立江戸川高校 芸術 美術
芸術 美術 2

幅広い美術の知識を備え、そこから湧き出て来
る豊富なイマジネーションを実現し、それを日
常生活にも活用出来るようにする為の高度な技
能を修得する。

美術の授業によって導き出されて来る美
意識を高め、その確立された判断基準の
もとに思考力を高めより高い表現力を生
み出せる様にする。

高い美意識を確立し、それを実現す
るための強いモチベーションを培
い、向上心を持って学びに向かえる
ような素晴らしい人間性を育成す
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

美術の授業によって導き出されて来る美意識を高め、その確立された判断基準のもとに思考力を高めより高い表現力を生み出せる様にする。
高い美意識を確立し、それを実現するための強いモチベーションを培い、向上心を持って学びに向かえるような素晴らしい人間性を育成する。

美術科
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

○ 2

自分の手の描写

�

自分の手を二つ組み合わせて、何
か意味のあるような空間を精密な
描写で表現する。

【知識・技能】
　手の理解。骨格間接の理解。
鉛筆の使い方
【思考・判断・表現】
美しく構成できている。独創的
である。
【主体的に学習に取り組む態
度】十分に完成出来ている。

○ ○ ○ 6

○ ○ 2

鉛筆デッサン

�

鉛筆の使い方・グラデーションの
描き方・立体の表現の仕方・拡大
縮小の方法・プリント配布・etc.

【知識・技能】グラデーション
の意味を理解し、美しく仕上げ
られるか。鉛筆の特徴を把握
し、適切にコントロールしなが
ら美しく表現出来るか。
【思考・判断・表現】
出来るだけ均一な平面表現がで
きるか。空間が適切に把握出来
るか。

○ ○ ○ 6

一年間のガイダンス 一年間を通しての美術の授業での
授業方針を示し、芸術の本質論を
提議する。プリントによる自己紹
介や意欲の有無、大小を確認す
る。

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態
度】

○

一点透視図法 遠近法の修得・プリント配布 【知識・技能】
　透視図法の理解・美しくしあ

○

20

プッシュステンド 自分の生活環境の中の一部分を切
り取り、それを平面に描き替え、
ステンドグラス風に表現する

【知識・技能】
　自分のまわりの世界を想像
し、イメージの中の物を平面に
表現する。
【思考・判断・表現】
自分という生活圏の中でも多様
な世界観の存在することを認識
する。それを平面的に美しく表
現する。

12

２
学
期

ペンによる創造的細密描写

スクラッチ

塑造

０.３ミリのペンで、極小の簡単
な幾何学的模様を書き込むことに
よってまるで生物が増殖する様な
表現を構成する。
金色の下地に黒色をかぶせた紙を
引っ掻くことによって図鑑にある
動物を表現する。

芯棒を使う紙粘土制作。架空の動

【知識・技能】
　同じ動作の細かい繰り返し・
【思考・判断・表現】
思考や判断を捨て去ってしまっ
たところに出て来る無意識から
の思いがけない表現を楽しむ。
【主体的に学習に取り組む態
度】単調な作業をいかに粘り強
く進められるか・

○ ○ 4

○ ○

１
学
期

メタモルフォーゼ アニメ制作の一助となる為のパズ
ル・　プリント配布

【知識・技能】
より多彩な身の回りの対象物を
表現できる。誰がみてもそれと
分かるぐらい的表現ができる。
【思考・判断・表現】
形の違う別物間での中間的表現
（イメージ）が出来る。またそ
れを表現できる
【主体的に学習に取り組む態

○



6

コラージュ
週刊誌等雑誌の興味のある面白い
部分を丁寧にを切り抜き、画用紙
に構成して貼り付け、何らかの主
張性のある平面画に仕上げる

【知識・技能】
　一貫した構想の元に、適切な
写真を必要数きりぬく。手を抜
かずに、細部まで細かく切りと
る。
【思考・判断・表現】
構想に基づいて、適切な構成を
し、そのための貼っていく順序
も適切に行なわれる。

4

合計

62

３
学
期

パッケージデザイン 500ミリ牛乳パックのようなもの
を自作し、自分で考えた架空の飲
料水のパッケージデザインをす
る。

【知識・技能】
　立方体の容器の展開図をつく
り、創り出したい内容物の構成
や、他人に理解出来るような効
果的な表現方法を考える。
【思考・判断・表現】
コピーだけではなく、色彩や、
文字の大きさやフォントの種類
によっても効果が変わることを



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科6 年度（１、３学年用 ）
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 1 学年 A 組 第 3 学年A組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢 仮

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。
生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創

書道Ⅰ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（　組：　　　　）
書道Ⅰ　教育出版

芸術
【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

（A組：松岡　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 2

１
学
期

【知識及び技能】
 用具・用材の特徴と表現効果の関
わりを理解する。
楷書の古典の線質、字形、構成など
要素と表現効果 、そして、中国の
文字と書の伝統と文化について理解
する。
【思考力、判断力、表現力】
楷書の古典の書風に即した用筆、運
筆、字形、全体構成 を工夫する。
楷書の古典や臨書した作品の価値と
その根拠について考え、書の良さと
美しさを味 わう。
【学びに向かう力、人間性等】
楷書の古典の特質に基づく幅広い表
現を通じ、書に対する感性を豊かに
し、書を愛好する心情を養う。

・ペン習字の基礎
・唐の四大家

〇

雁塔聖教序

〇

書の表現の方法や形式を幅広く理解して いる。
書写能力を向上させるとともに、書の 伝統に基
づき作品を効果的に仕上げる。

書の良さや美しさを感受し、意図に基づ
いて 構想し表現したり、作品や書の伝統
と文化 の意味や価値を考える。

主体的に書の表現及び鑑賞の 幅広い
活動に取り組もうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現

鑑
賞

評価規準 知 思 態
配
当
時

数

〇 7

孔子廟堂碑

〇 〇 〇 〇 〇 7

〇 7

九成宮醴泉銘

〇 〇 〇 〇 〇 7

〇

【知識・技能】
書の表現方法や形式・表現の多様
性について理解している。
書写技能を向上させるとともに書
の伝統に基づき、作品を効 果的に
表現するための基礎的技能を身に
つけている。 <評価方法 提出作品
>

【思考・判断・表現】
書の良さや美しさを感受し、意図
に基づいて構想し表現を工夫 した
り、作品や書の伝統と文化の意味
や価値を考え、書の美 を味わいと
らえる。
 <評価方法 提出作品>

【主体的に学習に取り組む態度】
 主体的に書の表現及び鑑賞の幅広
い活動に取り組もうとしている。

〇

〇 〇 〇

〇 17

祭姪稿

〇 〇 〇 〇 〇 17

〇

【知識・技能】
書の表現方法や形式・表現の多様
性について理解している。
書写技能を向上させるとともに 書
の伝統に基づき、作品を効 果的に
表現するための基礎的 技能を身に
つけている。 <評価方法 提出作品
>
【思考・判断・表現】
書の良さや美しさを感受し、意図
に基づいて構想し表現を工夫した
り、作品や書の伝統と文化の意味
や価値を考え、書の美を味わいと
らえる。
 <評価方法 提出作品>
【主体的に学習に取り組む態度】
 主体的に書の表現及び鑑賞 の幅

〇 〇

２
学
期

【知識及び技能】
行書の古典の書風に即した用筆、運
築や線質、字形や 構成を生かした
表現の技能 を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
 行書の古典に即した全体構成に工
夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
 行書の古典の良さや美しさを感受
し、書に関する感性を豊かにする。

蘭亭序
風信帖

〇



11

蓬莱切
高野切

〇 〇 〇 〇 〇

5

合
計

78

〇 〇

【知識・技能】
書の表現方法や形式・表現の多様
性について理解している。
書写技能を向上させるとともに 書
の伝統に基づき、作品を効 果的に
表現するための基礎的 技能を身に
つけている。 <評価方法 提出作品
>
【思考・判断・表現】
書の良さや美しさを感受し、意図
に基づいて構想し表現を工夫 した
り、作品や書の伝統と文化の意味
や価値を考え、書の美 を味わいと
らえる。
 <評価方法 提出作品>
【主体的に学習に取り組む態度】
 主体的に書の表現及び鑑賞 の幅

〇 〇

平仮名
変体仮名

〇

３
学
期

 【知識及び技能】
仮名の学源を理解する。仮名の線
質、特に繊細さの表現技能を身につ
ける。 【思考力、判断力、表現力
等】
 友名の書の多様な表現を身につけ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
 日本の伝統的書式に興味持ち、特
性を主体的に理解する。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 3 学年 Ａ 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

実教出版：ビジネス基礎
商業

【 知　識　及　び　技　能 】商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに関連できる技術を身に付けるようにする

Ａ組：高原哲也

商業 ビジネス基礎
商業 ビジネス基礎 2

ビジネスについて実務に即して体系的・系統的
に理解し、ビジネスの様々な場面で役に立つ基
礎的な知識と技術を身に付けている

ビジネスをはじめとして様々な知識、技
術を活用し、ビジネスに関する課題を発
見するとともに企業活動が社会に及ぼす
影響を踏まえ、それぞれの根拠に基づい
て工夫してよりよく解決することについ

ビジネスを適切に展開する力の向上
を目指して自らビジネスについて学
び、当事者としての意識を持ちビジ
ネスの創造と発展に責任をもって取
り組もうとしている

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決できる力を養う
職業人として必要な力を育み、よりよい社会の構築を目指すために主体的かつ協働的に取り組む態度を養う

ビジネス基礎
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

○

○ ○ 15

企業活動について理解し、それに関
わる必要な知識について学ぶ。
企業活動に関する知識を基にその動
向など企業活動に関する課題を発見
しその対応策を考えます
売買取引、代金決済などに関する知
識や技術を学びます。

第５章　企業活動の基礎
・ビジネスと企業・マーケティン
グの重要性
・資金調達・財務諸表の役割
・企業活動と税・雇用
第６章ビジネスと売買取引
・売買取引の手順
・代金決済

企業活動について理解している
企業活動に関する課題やその対
応策について理解している

（知識・理解）定期考査＆小テ
スト
（思考・判断・表現）ノート＆
授業シート
（主体的に学習に取り組む態

○ ○ ○ 15

２
学
期

ビジネスの種類について理解し、流
通に関わるビジネスについて学ぶ。
流通に関する知識を基に企業活動に
関する課題を発見しその対応策を考
えます。

第４章　さまざまなビジネス
・ビジネスの種類
・小売業
・卸売業
・金融業
・情報通信業

ビジネスの種類について理解し
ている
流通に関わる知識や企業活動に
関する課題やその対応策につい
て理解している

（知識・理解）定期考査＆小テ
スト
（思考・判断・表現）ノート＆

○

○ ○ 15

経済の仕組みと流通の必要性につい
て理解する。
経済・流通の基本概念や役割を基盤
として課題を発見して解決方法を考
える。
流通を支える組織の一員としての役
割を果たすことが出来る力を身に付
けます。

第３章　経済と流通の基礎
・経済の仕組みとビジネス
・経済活動と流通

経済の仕組みと流通の必要性に
ついて理解している
経済・流通の基本概念や役割を
基盤として課題を発見して解決
方法を理解している
流通を支える組織の一員として
の役割を果たすことが出来る力
を身に付けている

○ ○ ○ 15

１
学
期

商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネ
スの概要について理解する。
ビジネスの役割について具体的な事
例を関連付けて学ぶ。
実践する力、職業人としての力を身
に付けます。
ビジネスマナーの意義を理解し活動
できる力を身に付ける。

第１章　商業の学習とビジネス
・いざビジネスの世界へ
・私たちの社会とビジネス
第２章　ビジネスとコミュニケー
ション
・コミュニケーション
・ビジネスマナー
・情報の活用と入手

商業を学ぶ重要性と学び方につ
いて理解している
ビジネスの役割について理解し
ている
ビジネスマナーについて理解し
ている

（知識・理解）定期考査＆小テ
スト

○

○ ○ 10

合計

70

３
学
期

ビジネス計算に関する知識や技術を
学びます。
さまざまな地域の魅力と課題、地域
ビジネスの動向について学びます。
ビジネス振興による地域の発展につ
いて組織の一員としての役割を果た
すことができる力を身に付けます。

第７章　ビジネス計算
・ビジネス計算の基礎
・ビジネス計算の応用
第８章　身近な地域のビジネス
・さまざまな地域の魅力と課題
・地域ビジネスの動向

ビジネス計算について実務に即
して理解している
ビジネス計算について自ら学び
主体的かつ協働的に取り組んで
いる
さまざまな地域のビジネスにつ
いて理解している

（知識・理解）定期考査＆小テ



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（2学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 2 学年 組～ 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　組：　　　　）
高校情報Ⅰ python 実教出版

情報
【 知　識　及　び　技　能 】

（A組：　朝倉真実　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

情報Ⅰ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

○

ワード・文章の作成ができるように
する。

ワード・文章の作成 課題に真剣に取り組み、プリン
トと同じ文章を作成することが
できる

○ ○ ○ 8

○ ○ 5

ワード・文章の作成ができるように
する。

ワード・文章の作成 課題に真剣に取り組み、プリン
トと同じ文章を作成することが
できる

○ ○ ○ 8

ワード・文章の作成ができるように
する。

ワード・文章の作成 課題に真剣に取り組み、プリン
トと同じ文章を作成することが
できる

○

○

○ ○

ワード・文章デザインが作成できる
ようにする。

ワード・文章デザインの作成 課題に真剣に取り組み、プリン
トと同じ文章を作成することが
できる

○ ○ ○

２
学
期

ワード・文章デザインが作成できる
ようにする。

ワード・文章デザインの作成 課題に真剣に取り組み、プリン
トと同じ文章を作成することが
できる

○

○ ○ 7

○ ○

１
学
期

ワード・文章の作成ができるように
する。

ワード・文章の作成 課題に真剣に取り組み、プリン
トと同じ文章を作成することが
できる

○



○ ○ ○

合計

28

３
学
期

エクセル・データベースが作成でき
るようにする。

エクセル・データベースの作成 課題に真剣に取り組み、プリン
トと同じデータベースを作成す
ることができる



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：
対象学年組：第 3 学年 組～ 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　組：　　　　）

情報
【 知　識　及　び　技　能 】

（A組：　朝倉真実　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

情報 情報Ⅱ
情報 情報Ⅰ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

情報Ⅱ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

○

プリントを使って、データを処理す
る。（最大値、最小値、中央値、分
散、平均、標準偏差など）

エクセルを使ったデータ・統計処
理

各時間ごとに課題を出し、その
課題をきちんと処理できるか、
その都度提出課題を評価する。

○ ○ ○ 10

○ ○ 6

プリントを使って、データを処理す
る。（最大値、最小値、中央値、分
散、平均、標準偏差など）

エクセルを使ったデータ・統計処
理

各時間ごとに課題を出し、その
課題をきちんと処理できるか、
その都度提出課題を評価する。

○ ○ ○ 8

プリントを使って、データを処理す
る。（最大値、最小値、中央値、分
散、平均、標準偏差など）

エクセルを使ったデータ・統計処
理

各時間ごとに課題を出し、その
課題をきちんと処理できるか、
その都度提出課題を評価する。

○

○

○ ○ 16

プリントを使って、データを処理す
る。（最大値、最小値、中央値、分
散、平均、標準偏差など）

エクセルを使ったデータ・統計処
理

各時間ごとに課題を出し、その
課題をきちんと処理できるか、
その都度提出課題を評価する。

○ ○ ○ 12

２
学
期

プリントを使って、データを処理す
る。（最大値、最小値、中央値、分
散、平均、標準偏差など）

エクセルを使ったデータ・統計処
理

各時間ごとに課題を出し、その
課題をきちんと処理できるか、
その都度提出課題を評価する。

○

○ ○ 4

○ ○

１
学
期

プリントを使って、データを処理す
る。（最大値、最小値、中央値、分
散、平均、標準偏差など）

エクセルを使ったデータ・統計処
理

各時間ごとに課題を出し、その
課題をきちんと処理できるか、
その都度提出課題を評価する。

○



○ ○ 14

合計

70

３
学
期

プリントを使って、データを処理す
る。（最大値、最小値、中央値、分
散、平均、標準偏差など）

エクセルを使ったデータ・統計処
理

各時間ごとに課題を出し、その
課題をきちんと処理できるか、
その都度提出課題を評価する。

○


